
f実践報告J

1 はじめに

小学校理科における水溶液の教材研究

一水溶液の液性調べにアサガオの花色水を用いた授業実践一

森下浩史 ・今福志帆(長崎大学教育学部)

馬場登喜子 ・上久木田 雄二(長崎市立仁田小学校)

上野公嗣(西海市立西彼中学校)

小学校第 6学年理科の「水溶液の性質」単元では，水溶液の液性を調べるためにリトマ

ス試験紙を用いた学習が行なわれている。ここでは，水溶液の液性を判定するだけに留ま

り，酸性やアノレカリ性の強弱の程度までは捉えられていなし」また，リトマスゴケから作

られているリト7 ス試験紙は私たちの生活とは殆ど関わりが無いという実態がある。日常

の生活の中では，例えば紅茶に酸性のレモン汁を入れた場合に紅茶の色が変わることなど

の経験をする。そこで水溶液の性質Jの学習において，安価で簡便ではあるがリトマス

試験紙の使用の見直しを視野に入れて，アサガオの花色水の活用についてその利点，欠点，

機能・作用について検討を加える。

2 アサガオの花色水の「水溶液の性質』学習への導入について

これまで，長崎市科学館でのサイエンスイベントや長崎県内で行ってきた長崎大学教育

学部主催のサイエンスワーノレドなどで， rアサガオの花色水」実験ブースを開設し子どもた

ちと 緒になって実験を行ってきた。アサガオの花色水を用いた場合、酸性やアノレカリ性

の液性調べでは溶液の色が鮮やかで変化が大きく，しかも色変化に可逆性があることなど

から、子どもたちの目が輝いてくるのが非常に印象に残っている。上に述べた地域貢献型

の教育活動を通して、次に示した視点を持って小学校理科における「アサガオの花色水」

活用の学習展開についての提案をしていく。

・身近なアサガオという花を用い，理科を生活と結び付けて捉えさせることができる。

・アサガオ花色水の色変化により，酸性 ・中性・アノレカリ性を確認させることができる。

・酸性・中性 ・アノレカリ性でダイナミックな色の変化が顕著に現れ、かつ美しい.

・酸性・アノレカリ性の対関係と，その問に中性があることを捉えさせ易い。

・何度も繰り返し反応させることができる。可逆性の面白さと不思議さを体験させること

ができる。

・いくつかの水溶液を混ぜたり，薄めたりしながらアサガオの花色水の色変化を見させる

ことにより，水溶液の性質を理解させるのに役立つ。

以上の視点をもって、「水溶液の性質j の学習にアサガオの花色水をリトマス試験紙の替

わりもしくは発展学習として利用することを目的に検討するものである。
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3 小学校学習指導要領理科編における水溶液の液性に関する学習事項について

小学校理科の f水溶液の性質Jに関する学習内容は以下の通りである。

ア 水溶液には，酸性，アノレカリ性及び中性のものがあること。

イ 水溶液には，気体が溶けているものがあること。

ウ 水溶液には，金属を変化させるものがあること。

ここの学習内容で取り扱う学習事項は，いろいろな水溶液の性質や金属を変化させる様

子について興味 ・関心をもって追究させる活動を通して，水溶液の性質について推論する

能力を育てる狙いと，これらについての理解を図り ，水溶液の性質や働きについての科学

的な見方や考え方を育てる狙いがある。

小学校第 6学年「水溶液の性質」の学習では，水溶液には色ゃにおいなどの異なるもの

がいろいろあること，また無色透明な水溶液からでも溶けている物を取り出すことが出来

ること、さらにいろいろな水溶液の液性をリト7 ス試験紙などで調べその色の変化によっ

て酸性，中性，アノレカリ性の三つの液性に捉えられることを学習内容の目標にしている。

4 理科の学習における水溶液の性質に関する学習の系統性について

第 6学年理科の「水溶液の性質」単元についても，当然ながら理科学習内容の系統性や

本学習内容に関連する周辺の学習内容との連携は不可欠である。図 1に理科の学習におけ

る水溶液の性質の系統図(今福私案)を示した.図 1に示しているように本学習内容は，

中学校や高等学校における水溶液の学習の基礎となる重要な位置を占める。決して疎かに

できない学習内容であるだけに，本学習内容の系統性を重要視する立場から眺めた時，こ

の学習の中で教材(例えば指示薬)として何を使うのか改善に改善を加えなければならな

いと考える。多様化する教育実践の場では，これまで以上に児童の心身の発達段階に合わ

せ，また生活経験と照らし合わせて、例え学校教育において基本的で確固とした概念修得

の場にあっても、絶えず学習内容を見直す必要があることを心掛けなければならないと考

える。

5 リトマス試験紙の作成について

現在，小学校理科の学習では，酸性やアノレカリ性を調べる目的でリトマス試験紙が用い

られている。しかしながら，リトマス試験紙を直接手で触れると変色したり，また色の変

化が不明瞭であるといった問題点がある。これらの問題点を検値するため，下に示した作

業 1，作業 2によりリトマス試験紙を作成した.

作業 1 市販の青色のリト 7 ス液そのままのものと、これに極酸を加えて赤色にしたリト

7 ス液を用意する。

作業 2 ろ紙に青色のリトマス液と赤色のリト7λ液をそれそ・れ染み込ませ，乾燥させる。

この操作1回位では着色の程度が薄いので、ろ紙にリト7 ス液の色が濃く着くまで何度

も繰り返しこの作業を行う(写真1.写真 2)。
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図 1 小学校，中学校，高等学校の理科の学習における水溶液の液性に関する

学習の系統図

リトマスは水溶液中で pH< 4.5の酸性で赤色，pH>8.3のアノレカリ性では背く呈色する。

酸性ではフエノキサン環の N (窒素)にプロトンが付いている。すなわち，色素 (F:FarbstofO

とプロトンと色変化の関係は，原理的には次のように示される。
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OH 

F.H +-二三 F+ HzO 

赤 H+ 青

写真 l 背色リトマス試験紙に酸性

の水溶液を垂らした際の色の変化

写真 2 赤色リトマス試験紙にアノレカリ性

の水溶液を垂らした際の色の変化

自作のリトマス試験紙では，市販のものよりもっと色鮮やかな変化を現わす製品を作る

ことが出来る。ただ、リトマス液を何度も繰り返しろ紙に染み込ませては乾燥させる作業

に手聞がかかること，またリトマス液を用いてリトマス試験紙を作成したとしても，私た

ちの日常生活と関わりが深いものになるわけではないことが，学習の場にリトマス試験紙

を使用する観点からみると問題点が残る。

6 アサガオの花色水と値物色素について

植物には緑色を示すクロロフィノレ色素以外にも，桜の紫などの紅葉時にクロロフィノレが

分解されて生じるアントシアン色素や，イチョウの紫の黄葉時にクロロフィルが分解され

た後に残る黄色のカロチノイド色素などがある。植物の花弁に含まれる色素は，カロチン

類，アントシアン類，フラボン類がある。アサガオの花などの含まれるアントシアン類は

配糠体の取り合わせによりオ v/'ジ色~青色とかなり幅の広い発色域をもっている。アン

トシアン本来の色は，酸性では赤色，中性では紫色，アノレカリ性では青色~緑色，そして

さらに強し、アルカリ性では黄色を呈する。

アサガオの花弁にはアントシアン色素が含まれており，水溶液の液性を競べる指示薬と

して利用できる。写真 3，4ではアサガオの花色水に，左から酸性，中性，アノレカリ性の水

溶液をそれぞれ加えた時の液色の変化を示した。アサガオの花色水は，酸性では赤色，中

性では繁色，アノレカリ性では緑色を呈した。写真 5には pHとの関係を診るために緩衝液を

作成し、アサガオの花色水の pHによる液色の変化を示した。
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左から右へ液色の変化

①+敵性の水溶液

②+中性の水溶液

③+アノレカリ性の水溶液

写真3 アサガオの花色水 反応前 写真 4 アサガオの花色水反応後

写真 5 アサガオの花色水の pHによる液色の変化

アサガオ以外の花の例として，紫色のビオラの花色水についても示す(写真 6，7)。

左から右へ液色の変化

①+酸性

②+中性

③+アルカリ性

写真6 ビオラ(紫色)の花色水反応前 写真 7 ビオラ(紫色)の花色水 反応後

7 小学校理科「水ょう渡の性質」の授業実践について

7-1 学習指導案

-185ー



「水ょう液の性質」の授業実践を長崎市立 N小学校に於いて行った。アサガオの花色水

を指示薬として用いた学習指導案を下に示す。

理科学習指導案

I 単元水ょう液の性質 (長崎市立N小学校，第6学年 1組， 2組)

E 前時までの学習

前時までに水ょう液の色ゃにおいなどの特徴， リトマス試験紙の色の変化や水ょう被に

金属片を入れたり蒸発させたりした時の様子などを手がかりに，水ょう液を区別する学習

を行っている。さまざまな水ょう液の性質とその調べ方を学習した上で，発展的な学習と

して本時の学習指導を行うこととする。

田 本時の学習指導

(l)ねらい

0身の回りにある水ょう液の性質をアサガオの花色水で調べ，色の変化によって酸性，中

性，アノレカリ性の液性をとらえることができる。

0水ょう液には相反する酸性とアノレカリ性の性質があることや，酸性とアノレカリ性の聞が

中性であることを体験的にとらえることができる。

0アサガオの花という身近なものを用いて水ょう液の液性を調べることで，理科の学習内

容と自らの生活とを結び付けて考えることができる。

(2)展開

学習の展開 教師の動き，用いる教具

1 つかむ (5分) 1 つかむ (5分)

O本時の学習課題をつかむ -アサガオの花色水を用いた師範実験

11ア付オの花…って…の|
-ワークシート(めあて)

性質を調べよう。

2 しらべる 1 (15分) 2 しらべる 1 (1 5分)

Oグノレープ実験 Iを行う -実験 Iの方法説明

-アサガオの花色水を入れた試験管(①， . 3種類の水溶液(す，食塩水，水酸化ナト

②，③)に 3種類の水ょう液をピペットを リウムの水溶液) -アサガオの花色水

用いてそれぞれ入れてし、く。 -ビーカー -試験管たて スポイト

.花色水の色の変化と水ょう液の性質(酸

性， 中性，アノレカリ性)の説明

百平田
-ワークシート(実験結果，色の変化と水よ

う液の性質の関係)
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0結果を表にまとめる

水ょう液 何性か 色の変化

す 酸性 紫→赤

食塩水 中性 紫→紫

水酸化ナトリウ アノレカリ
紫→緑

ムの水ょう液 性

3 しらべる n(15分 I3 しらべる n(15分)

OグJレープ実験Eを行う | ・実験Eの方法の説明

日赤色(酸性色)に反応した水ょう液①に| ・花色水の色の変化と液性の関係の確認

無色透明のアノレカリ性の水ょう液ωく酸化| ・酸性とアルカリ性が相反する性質であるこ

ナトリウムの水溶液)を少しずつ加えなが| とに注目させる。

ら液の色の変化を観察する。 I ・酸性とアルカリ性の聞に中性があることに

回緑色(アルカリ性色)に反応した水ょう

液③に無色透明の酸性の水ょう液(す)を

少しずつ加えながら液の色の変化を観察

する。

脚色(アルカリ性色)に反応した水ょう

液①と赤色犠牲色)に反応した水ょう液

③を混ぜ，中和させる。

O本時の学習のまとめを行う

酸性とアノレカリ性は逆の性質である。

.酸性とアルカリ性の間が中性である。

4 ふかめる (5分)

0身のまわりにある液体についてもアサ

ガオの花色水の色の変化から液性を確

認する。

5 かたづけ (5分)

O実験器具をかたづける

4 ふかめる (5分)

・師範実験

-レモン汁，海水，トイレ洗剤についてもア

サガオの花色水の色の変化で液性を調べ

る。

・身近な物を用いて実験を行うことのおも

しろさを伝える。

5 かたづけ (5分)

.かたづけ方の指示

・水ょう液は中和して処理する。

トイレ洗剤は他の水ょう液と混ぜずに処理

する。
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7-2 授業の棟子 ぽっかむ)， (しらベる1).(しらベるrr>>. (ふかめる}の各活動)

((っかむ))。水の色が変わる7 ジック

1 ビーカーに乾燥させたアサガオの花弁と水を入れ，かき混ぜて紫色の色水を作る。

2 この色水に酸性の水溶液を加え，色水を赤色(酸性色)に変色させるロ

3. 7ノレカリ性の水溶液を加え，色水を緑色(塩基性色)に変色させる。

(→水が紫色水になった原因，酸性溶液や塩基性溶液を加えて，色水の色が変わった原因

を考えさせ，本時のめあてと結びつける。)

。めあての提示

下枠のめあてを、児童の学習の犠子をみながら，また意見を取り入れながら提示する。

|アサガオの花色水を使って，水ょう液の性質を調ベょう。 |

(→既習の水溶液の液性をアサガオの花色水を用いて調べることを理解させる。)

《しらべる 1))。実験 Iの説明

アサガオの花色水の入った4本の試験管(①，②，③とラベルなしのもの)を準備し，

①の試験管には酢，②の試験管には食塩水，③の試験管には水酸化ナトリウムの水溶液

を加えて，アサガオの花色水の色の変化を観察させる。ラベノレなしの試験管はもとの色

と比較するために残して置いておく。

(に① …轍……釦制吋……ま措糊………溶糊伽……液僻附……が時明明赤純柑色包…l

② 食塩水を加えた試験管の溶液の色の変化はなし→中性

③・水酸化ナトリウムの水溶液を加えた試験管は溶液の色が緑色に変色→アルカリ性

。アサガオの花色水の色の変化と水溶液の液性の対応

アサガオの花色水の色と液性の対応から，実験 Iで謂ベた酢は酸性，食塩水は中性，

水酸化ナトリウムの水溶液はアノレカリ性であることが分かる。

《しらべる II))実験Eの説明白，因，回の各実験を行う。)

田実験 Iで赤色に変色した水溶液に水酸イじナトリウムの水溶液を少しずつ加えながら，

色の変化を観察する。(→中性の紫色を通ってアノレカり性の緑色を呈する。)

回実験 Iで緑色に変色した水溶液に酢を少しずつ加えながら，色の変化を観察する。(→

中性の紫色を通って酸性の赤色を呈する。)

(→①溶液を少しずつ加えることに注意する。酸性からアノレカリ性へ，アルカリ性か

ら酸性へと液性と溶液の色が変化していく様子を児童に観察させる。②酸性とアノレカ

リ性が相反する性質であることを児童に捉えさせる。)

回赤色と緑色に変色した水溶液同士を混ぜ合わせ，中性の紫色の水溶液を作る。

(→中和の作業から，酸性とアノレカリ性の聞に中性があることを捉えさせる。)

実験で感覚的に捉えた酸性，中性，アノレカリ性の関係を視覚的に図で示して理解しや

すくした。この後、これらの実験の結果をまとめて，文章にして児童に示した。

《ふかめる》。私たちの日常生活と身近な水溶液(レモン汁，海水， トイレ洗剤)につい

ても，アサガオの花色水で液性を調べる。

(→本時の学習を日常生活と結びつける。)
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7-3 実践授業に関するアンケート調査

7-3-1 アンケート調査の趣旨とアンケート質問項目

指示薬としてアサガオの花色水の教材としての有用性、アサガオの花色水のメリットと

デメリットに関する事柄などについて，以下の 4つの質問項目で調査した。

質問 1アサガオの花色水を用いて水ょう液の性質(酸性，中性，アノレカリ性)を調べる実

験は分かりやすかったですかロ(どれか1つにOをつけてください。)

よく分かった 分かった 分かりにくかった まったく分からなかった

質問 2水ょう液の性質(酸性，中性，アノレカリ性)を調べるために， リトマス紙とアサガ

オの花色水のどちらを使って調べたいですか。(どちらかにOをつけてください。)

リト7 ス紙

その理由

アサガオの花色水

質問 3水ょう液の性質(酸性，中性，アノレカリ性)についてどんなことが分かりましたか.

質問4授業の感想を書いてください。

7-3-2 アンケートの結果と分析

表 1には質問 1の結果を示した。 1組.2組の児童は4択の選択肢の中から，良く分かつ

た・分かったのどちらかを選んでくれた。結果として，指示薬教材としてアサガオの花色

水の使用が児童に認められたと言えよう。

6年 1組(人) 6年 2組(人) 2学級合計(人)

よく分かつた 17 18 35 

分かった 7 6 13 

分かりにくかった 。 。 。
まったく分からなかった 。 。 。

普十 (人) 24 24 48 

表 1 質問 1の結果

表 2には質問 2の結果を示した。 1組.2組の児章は共にリト7 ス試験紙よりもアサガオ

の花色水の方を大多数が選んだ。重量・塩基指示薬としてリトマス試験紙に比べてアサガオ

の花色水の特長がある程度児童に認められた結果だと言えよう。

リトマス紙

アサガオの花色水

計(人)

表 6 質問2の結果

2学級合計(人)

8 

40 

48 

質問 2では， 二者択一の質問に加えて，その選択の理由を児童に記述してもらった。下

に記述内容を全て列挙した。児童の多様な意見と共に新しい発見と感動を窺うことが出来

た。

《リトマス紙を選んだ理由》
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リト 7 ス紙のメリット 5 

0利便性，手軽さ 3 ・準備するものが少なく，簡単にできるから 3 

0感情面 ..2 ・楽しし、から 2 

アサガオの花色水のデメリット 3 

0利便性，手軽さー3 ・アサガオの花色水を使うとすれば，育てて花びらの乾燥必要だ

から 2 ・混ぜないといけないから 1 

《アサガオの花色水を選んだ理由》

アサガオの花色水のメリット 55 

0感情面ー 19 ・楽しかったから，おもしろかったから 18 

-研究者みたいでおもしろいから 1 

0水溶液の液性とアサガオの花色水の色の変化の関連性ー 11 ・変化が大きくて液性が

分かりやすし、から 7 ・花色水の色や色の濃さで酸件やアノレカリ性の強きまで分かる

乙与 2 ・少しずつ花色水の色の変化を見るこ止がで者るから 1 

-酸性→アノレカリ性， 7，レカリ性→酸性と色が変わるから 1 

0実験のおもしろさ 16 ・多練性 ・8 ・いろいろな水溶液を混ぜられたから 5 

-様々な実験ができるから 2 ・いろんなことが分かったから l 

0アサガオの花色水の色の変化 7 ・花色水の色の変化がおもしろかったから 5 

-花色水の色がカラフルできれいだったから 2 

0利便性，手軽さ 7 ・調べるのが簡単だから 4 ・アサガオは身近にあるものだ

から 2 手聞がかからなし、から 1 

0新感覚 3 ・リトマス紙はこれまで使ってきたから 2 ・初めて使ったから 1 

3トマス紙のデメリット 8 

Of1J便性，手軽さ ..5

・リト7 ス紙は触ったら変色するため，ピンセットを使わなければならないから。 3

・リト7 ス紙は 2回(赤と育のリトマス紙)分調べないといけないからー 2

0水溶液の液性とリトマス紙の色の変化の関連性 1 

・リト7 ス紙は色の変化が分かりにくい場合があるから 1 

水溶液の液性を調べる指示薬としてアサガオの花色水の方が優れている理由として、ア

サガオが身近にあること，きれいな色変化を見ることができ，またリト 7 ス紙では判別し

にくい酸性度，!il:基性度をグラデーション的に観察できるためと応えてくれた。アサガオ

の花色水がリト 7 ス紙よりも適用範囲が広〈優れていることを，文章にして的確に指摘し

てくれた児童の観察力に驚くと同時に、児童がもっ未来への素晴らしい可能性を素直に感

じることが出来た。

質問 3では水ょう液の性質について分かったことを，児童に自由に記述してもらった。

下に児童が記述した内容を全て列挙した。回答中には授業者が予想もしてなかったことや，

侵業者が意図していたことをしっかりと記述してくれた児童もいた。水ょう液の性質につ

いて.児童の多機な意見と観点、や，児童の新しい発見と感動を窺うことが出来た。水溶液

の液性については，酸性とアノレカリ性が相反する性質であり，酸性とアノレカリ性の聞に中
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性があることを挙げた児童が最も多かった。また，反応のダイナミック性，可逆性，化学

反応の平衡について多少感じていると思われる児童が 7人もいた。これらの児童の回答に

二重下線を付けて表わしているが，本質問回答には現れていない児童がまだ幾人かいるこ

とを確認している(質問2や質問 4の回答にも同趣旨の回答がある。}。

O水溶液の液性について お

・酸性とアノレカリ性は逆の性質であり，二つの聞が中性であること 12 

-酸性とアノレカリ性骨少しずつ混せ.ていくと だんだん中性になっていくということ・ 7

・酸性→アノレカリ性，アノレカリ性→酸性と変化するとき，中性を通っていること 5 

・酸性→アノレカリ性，アルカリ性→酸性と変化させることができること 5 

-酸性 中性 ・アノレカリ性のちがい 3 水溶液にはいろんな性質があること 1 

・酢は思ったより強い酸性であるということ 2 

・酢は酸性，食塩水は中性，水酸化ナトリワムの水溶液はアノレカリ性ということ 1 

Oアサガオの花色水の特徴について 25 

・アサガオの花色水は，酸性では赤色，中性ではむらさき色，アルカリ性は緑色を示す

こと 23 ・その時々の花色水の色で水溶液の性質が分かること 1 

酸性の性質が強いほど，アサガオの花色水の赤色が濃くなるということー 1

O水溶液の液性を調べる方法について---7

-水溶液の性質をアサガオの花色水の色の変化で調べられるということ 6 

・リト 7;<'紙以外の方法でもa 水溶液の性質を網べることができるということ 1 

0身近に感じたこと 1 

-身の回りに不思議な現象があるということ 1 

Oリトマス紙との関連性について 1 

-リト7 ス紙でもアサガオの花色水でも，アノレカリ性は青っぽく，酸性は赤っぽく変化

するということ 1

質問 4では長崎市立N小学校における実践授業に対する感想を，児童に自由に記述して

もらった。下に児童の記述内容を全て列挙した。今回行った授業が小学校第 6学年の「水

溶液の性質Jの学習の発展的な学習として行ったものであり，いつもと違う教材を用いた

ことが感情面で楽しいとかおもしろいと感じた児童が多かったのであろう (40名)。その他、

児童の多機な意見の中から児童の思考力の柔軟性や可能性，発展性を窺い知ることが出来

た。例えば、液性に関連した事柄についてのこと，新しい実験方法を知ったこと，身近な

もので翻べることの楽しさを知ったことなどの回答が児童から寄せられた。

0感情面 46 ・楽しかった，おもしろかった -40 ・少しややこしかった。 2

・7 ジックがすこ'かった。 2 ・いろんな実験ができて楽しかった。 1

・理科がもっと好きになった。 1

0理解しやすさ 22 ・分かりやすかった 15 ・たくさんのことが分かった 3 

・酸性中性アノレカリ性のことがよく分かった 2 ・黒板が分かりやすかった 2 

・リト7 ス紙よりもアサガオの花色水の方が分かりやすかった 1 

0再現性，身近に感じたこと 14 ・またこの実験をしたい 8 
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-自分でも調べられそうなので，家でもまたやってみたい 5 

・身近なものも鯛べられておもしろかった 1

0アサガオの花色水の色の変化と液性について 20 

-溌腸器で 1滴ずつ水溶液争加えながら 少しずつ変化を見るのがおもしろかった・ 6

・色の変化が大きく，びっくりした 6 ・アサガオでも酸性・中性 アノレカリ性が分

かつてよかった 3 ・アルカリ性の水酸化ナトリウムが意外と強い性質だったー 1

赤と緑の液を混ぜて中性のむらさきの液を作るのは少し難しかった 1 ・色がきれ

いだった 1 ・酸性とアノレカリ性を混ぜたら中性になることに驚いた 1 

・赤と緑に変化した水溶液を混ぜて，むらさき色にできたのがすごかった 1 

0初めて，新感覚 14 ・初めてこの実験をした 4 ・アサガオの花色水を実験

に使えることを初めて知って驚いたー 3 ・酸性幹中性幹アルカリ性に変化させること

ができることを初めて知った 2 ・色が変わるのが不思議だった 2

・これまではリトマス紙でしか水溶液の性質を調べたことがなかったが，こんな実験の

しかたがあるんだなと思った 2 涜腸器を初めて使えたのが楽しかった 1 

B おわりに

アサガオは，生活科の学習において栽培・観察しており，児童には身近な植物であろう。

アサガオの花の鑑賞だけに留まらず，最近ではグリーンカーテンとしても注目されている。

上に上にと伸びて行くアサガオの蔓を児童はどのように診ているのだろうか。アサガオと

生活との関わりの深さから，理科学習と生活の出来ごとが結び付けられると，児童にとっ

て理科学習が身近に感じられるようになると考えた。

私たちの生活と身近なもの(アサガオ)を理科の学習内容と結び付けることは非常に大

切であることが，児童を前にして行った実践授業を経験して実感することが出来た。また，

植物に含まれる色素は複雑なメカエズムによって多様な構造や性質をもっており，花の色

の決定や色の変化については未だに分かっていないことが多いということも分かった。

今回の実践授業では，児童からワクワクllJや新たな発見，感動に類する回答が多く得ら

れた。当初の本授業への視点に照らし合わせて，児童が理科の学習に対して面白い，楽し

いと感じてくれたことは非常に嬉しく思った.

この本実践授業の中で，アサガオの花色水の色極せ問題について経験したことを次に示

す。長崎市立N小学校での実践授業では 2学級連続で行った。アサガオの花色水を授業前

に2学級分まとめて用意していたため， 2学級目の実験ではアサガオの花色水の液色の色槌

せが起こってしまった。酸性からアノレカリ性へ，アノレカリ性から酸性への変化で中性付近

では無色透明あるいは黒色に近い紫色を呈してしまった。これは，アントシアン類の色素

が水中では不安定になるためである。

この問題への対策として①，②を挙げておく。①アサガオの花色水を用いる際できるだ

け実験の直前に色水を作成する。②アサガオの花色水を作成したらラップを被せて空気と

触れないようにし，冷蔵庫に保管ことを心掛ける。同じ織に，乾燥アサガオの花弁につい

ても広口の空き瓶に一緒に乾燥剤や脱酸素剤を入れ，この上からアルミホイノレで包んで日
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光を遮断することなどを配慮しなければならない.最後に，最近はいたる所でいつでもど

こでも咲いている外来穫のイリオモテアサガオでも，本学習の指示薬に使えることをお伝

えしておく。
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